
守

あ

北
朝
鮮
は
平
成
二
十
六
年
、
わ
が
国
に
対
し
て
拉
致
被
害
者
等
の
再
調
査
を
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
度
の
調
査
結
果
報
告
を
行
う
こ
と
も
な
く
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
が
、
昨
年
に
は
「
特
別
調
査
委
員
会
」

解
体
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
。
加
え
て
、
北
朝
鮮
は
、
昨
年
一
年
間
で
二
度
の
核
実
験
及
び
二
十
三
発
の
弾

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行
す
る
な
ど
、
わ
が
国
や
国
際
社
会
へ
の
挑
発
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
も

や
、
そ
の
所
業
は
常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

政
府
は
、
党
拉
致
問
題
対
策
本
部
が
申
し
入
れ
た
十
三
項
目
の
「
対
北
朝
鮮
措
置
に
関
す
る
要
請
」
を
踏

え
、
わ
が
国
の
制
裁
措
置
を
強
化
し
た
も
の
の
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、
拉
致
問
題
に
具
体
的
進
展
が
見

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
年
、
拉
致
被
害
者
の
「
家
族
会
」
「
救
う
会
」
は
、
「
年
内
の
帰
国

現
」
「
拉
致
・
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
中
で
拉
致
問
題
を
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
」
「
拉
致
問
題
解
決
を
条

に
制
裁
を
緩
和
す
べ
き
」
等
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

党
拉
致
問
題
対
策
本
部
は
、
そ
の
切
実
な
想
い
に
応
え
る
べ
く
、
拉
致
被
害
者
全
員
の
帰
国
実
現
に
残
さ

た
時
間
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
と
の
強
い
危
機
感
の
も
と
、
同
本
部
に
「
拉
致
問
題
解
決
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
ま
ず
は
我
々
自
身
が
と
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、

下
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

①
議
員
外
交
を
通
じ
た
諸
外
国
・
機
関
へ
の
協
力
要
請
（
米
国
等
の
政
府
・
議
会
及
び
国
連
へ
の
働
き
か
け

友
好
議
員
連
盟
の
活
動
を
通
じ
た
相
手
国
へ
の
拉
致
問
題
の
啓
発
の
ほ
か
、
国
連
安
保
理
の
決
議
履
行

請
及
び
新
た
な
決
議
採
択
へ
の
協
力
要
請
）

②
有
識
者
と
の
情
報
交
換
等
を
通
じ
た
わ
が
国
の
制
裁
の
履
行
状
況
に
関
す
る
検
証

③
全
国
的
な
啓
発
活
動
の
推
進
（
地
方
議
会
に
お
け
る
対
策
本
部
設
置
及
び
非
難
決
議
採
択
に
向
け
た
働

か
け
。
党
本
部
並
び
に
都
道
府
県
連
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
実
施
）

さ
ら
に
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
が
最
優
先
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
被
害
者
の
帰
国
が
実
現
し

い
限
り
制
裁
を
強
化
す
る
原
則
は
維
持
す
る
一
方
、
拉
致
問
題
の
解
決
こ
そ
北
朝
鮮
自
身
が
尊
厳
を
回
復
す

唯
一
の
道
と
相
手
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
動
員
し
て
一
刻
も
早
い
拉
致
被
害
者
全
員

帰
国
を
実
現
す
べ
く
、
以
下
の
新
た
な
十
三
項
目
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
実
現

向
け
た
検
討
を
直
ち
に
開
始
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

北
朝
鮮
は
平
成
二
十
六
年
、
わ
が
国
に
対
し
て
拉
致
被
害
者
等
の
再
調
査
を
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

い
に
応
え
る
べ
く
、
拉
致
被
害
者
全
員
の
帰
国
実
現
に
残
さ
れ

感
の
も
と
、
同
本
部
に
「
拉
致
問
題
解
決
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

国
連
へ
の
働
き
か
け

択
に
向
け
た
働

帰
国
が
実
現
し

、

｜
度
の
調
査
結
果
報
告
を
行
う
こ
と
も
な
く
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
が
、
昨
年
に
は
「
特
別
調
査
委
員
会
」
の

解
体
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
。
加
え
て
、
北
朝
鮮
は
、
昨
年
一
年
間
で
二
度
の
核
実
験
及
び
二
十
三
発
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行
す
る
な
ど
、
わ
が
国
や
国
際
社
会
へ
の
挑
発
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
も
は

や
、
そ
の
所
業
は
常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

政
府
は
、
党
拉
致
問
題
対
策
本
部
が
申
し
入
れ
た
十
三
項
目
の
「
対
北
朝
鮮
措
置
に
関
す
る
要
請
」
を
踏
ま

え
、
わ
が
国
の
制
裁
措
置
を
強
化
し
た
も
の
の
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、
拉
致
問
題
に
具
体
的
進
展
が
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
年
、
拉
致
被
害
者
の
「
家
族
会
」
「
救
う
会
」
は
、
「
年
内
の
帰
国
実

現
」
「
拉
致
・
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
中
で
拉
致
問
題
を
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
」
「
拉
致
問
題
解
決
を
条
件

二
、
北
朝
鮮
幹
部
並
び
に
企
業
な
ど
資
産
凍
結
対
象
者
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
と
取
引
す
る
第
三
国

の
金
融
機
関
や
企
業
な
ど
を
対
象
に
、
資
産
凍
結
を
含
む
二
次
的
制
裁
を
行
う
こ
と
。
併
せ
て
、
汎
用
的

な
民
生
品
等
が
核
開
発
・
ミ
サ
イ
ル
関
係
機
器
に
転
用
さ
れ
て
い
る
実
態
に
鑑
み
、
貨
物
検
査
特
別
措
置

法
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
品
目
以
外
に
つ
い
て
も
押
収
で
き
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
北
朝
鮮
を
渡
航
先
と
し
た
再
入
国
禁
止
の
対
象
者
を
更
に
拡
大
し
、
朝
鮮
総
連
の
中
央
常
任
委
員
会
委
員

及
び
中
央
委
員
会
委
員
、
核
や
ミ
サ
イ
ル
の
技
術
者
に
加
え
、
応
用
物
理
学
、
応
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科

学
、
地
理
空
間
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
原
子
力
工
学
、
航
空
宇
宙
工
学
、
航
空
工
学
、
先
端
の
材
料
科
学
、

化
学
工
学
、
機
械
工
学
、
電
気
工
学
及
び
産
業
工
学
を
含
む
関
連
分
野
等
、
国
連
安
保
理
決
議
に
例
示
さ

れ
た
北
朝
鮮
の
機
微
な
核
活
動
及
び
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
寄
与
し
得
る
者
も
対
象
と
す
る
こ

‐
〆
」
。

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
全
員
の
帰
国
実
現
の
た
め
の
提
言
（
ま

ン

が
と
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
以

記

平
成
二
十
九
年
四
月
十
日

自
由
民
主
党
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
対
策
本
部

拉
致
問
題
解
決
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
検
討
チ
ー
ム。

安
保
理
の
決
議
履
行
要きな

尊
厳
を
回
復
す
る

致
被
害
者
全
員
の

に
お
い
て
実
現
に




